
 
アクリルアミドポリマー（以下「ポリマー」という。）検出方法の検証状況の概要 

 

１．検出手順 

   堆積物・汚泥   →   ポリマーの抽出処理   →   機器分析 

             ＜報道のあった方法を参考に実施＞ 

 
２．検出状況と見解 
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○ポリマーが検出された。 

ポリマーを含む試料 ポリマーを含まない試料 

イ：砂利洗浄汚泥 

○ポリマーに含まれる元素のつながりを確認 

  

ポリマーの抽出処理 

  

＜見解＞ 

①ＩＲは、ポリマーが含有されていない試料ウにおいても、ポリマーに含まれ

る元素のつながり方を示す結果（ピーク）が得られたことから、ＩＲでは、

ポリマー含有の有無を分析することは難しい。 

②ポリマーを含む砂利洗浄汚泥から抽出処理した試料イについて、パイロライ

ザーで検出されなかったことから、適切に抽出できていないと考えられる。 

見解① 

ウ：雨畑川上流の堆積物 

＜機器分析：ＦＴ－ＩＲ分析（以下、「ＩＲ」という。）＞ 

・報道のあった方法 

・ポリマーに限らず、有機物などにおける元素のつながり方を分析する方法 

＜機器分析：パイロライザーGC／MS 分析（以下、「パイロライザー」という。）＞ 

・ポリマーの存在を断定する方法 

・ＩＲ分析で検出可能な濃度であれば、十分検出可能 

○ポリマーが検出されなかった。 

見解② 
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